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一般財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会 

理事長 小野寺 眞 悟 

 

 今年の大会は、二つのグループに分けて行います。今年は、カテゴリ

ー-Ⅰに 5校、カテゴリーⅡに 21 校、道内 26校の学校が参加する大会に

なりました。フェアプレーの精神の下、自ら全力を挙げつつもチームと

して勝利するよう頑張ってください。 

 さて、私は、北海道の特別支援学校で学ぶ皆さんに、この大会で特に

身に付けてもらいたいことがあります。それは、「フットサルを通して体

を鍛え」、「フットサルを通してチームワークを学び」、「フットサルを通

して努力する心を磨く」ことです。 

 私は、その結果として、卒業後、働く喜びを胸に秘めた自立した人に

なってほしいと願っております。 

 また、この大会は、皆さんが日々練習してきたフットサルの成果を発

表する場です。皆さんがご存知のように、フットサルには、守るべき約

束があります。その約束の根源は、コートの上で対戦する相手を大事に

する他人を尊ぶ心、つまり戦う相手の選手をリスペクト※する心です。

あなたが対戦する相手の人を大事にするリスペクトする心、他人を尊ぶ

心を持つことは、卒業後の自立と就労の場に出た時、あなたが困ったと

きに、きっと誰かが、あなたをリスペクトし、手を差し伸べてくれます。

この相手を尊敬するリスペクトの心もこの大会で学んでください。 

 最後になりましたが、参加した選手の皆さんと、熱心にご指導された

教師の皆さん、またご家族の皆さんの幸多きことを祈念するとともに、

皆さんの卒業後の活躍を期待しております。 

※リスペクト「尊敬すること。敬意を表すること。価値を認めること。 

 

 



開  催  要  項 
 

1 目  的 本大会は、北海道の特別支援学校生徒がフットサルを通して、日々鍛錬して

きた成果を踏まえ、自校生徒間のチームワークを深め、かつ他校生徒に対し

ては敬意の念を持ってプレーし、社会性を養うとともに、意欲的に就労と社

会参加への意欲を高めて、インクルーシブ社会の実現に向けた当事者として

成長することを期待しています。 

  

2 会  場 札幌市真駒内セキスイハイムアイスアリーナ 

  

3 日  時 平成 30 年 7 月 27 日(金) 午前 9 時 00 分 ～ 午後 3 時 30 分 

  

4 主  催 一般財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会 

  

5 主  管 一般社団法人エスポラーダ北海道スポーツクラブ 

  

6 協  力 医療法人明日佳、社会福祉法人明日佳、社会福祉法人長沼陽風会 

 札幌北の杜ライオンズクラブ 

7 後  援 北海道教育委員会 

 札幌市教育委員会 

  

8 競技規則 FIFA フットサル競技規則に準拠 

  

9 大会日程 ①開会式               午前 9 時 00 分 ～ 

 ②予選リーグ・決勝トーナメント    午前 9 時 30 分 ～ 

 ③表彰・閉会式            午後 3 時 00 分 ～ 

  

10 そ の 他  ①単置高等部校カテゴリーと義務併置中・高等部校カテゴリーの 2 部で開催

する。 

 ②単置高等部校カテゴリーは生徒 8 名、引率者 3 名、計 11 名で編成する。 

  義務併置中・高等部校カテゴリーは、生徒 8 名、引率者 4 名、計 12 名で 

 編成する。 

 ③札幌市以外の市町村に設置されている学校には、当該市町村から札幌市ま 

 でターミナルまでの都市間バス利用に必要なバス代金は主催者が助成す 

 る。 

 ④札幌市から遠隔に設置されているため、開会式に間に合わない学校、閉会 

 式参加後に帰宅すると遅くなる学校の生徒の前泊・後泊する宿舎は、主催 

 者が用意する。 

 ⑤参加校は、自校生徒及び相手校生徒等への努力・敬意・勝者への称賛等を 

 大事にする心を持つよう、㈶日本サッカー協会「リスペクトの宣言」を事 

 前に指導する。 

 ⑥競技規則は、FIFA フットサル競技規則に準拠するが、学校の特性および生 

 徒の障害の特性等に応じて、主催者が、適切に作成して、事前に周知する。 

 ⑦平成 30 年度は、1 学校 3 名の生徒によるチーム編成も認める。 

 



運  営  組  織 

 

大 会 長    (理事長)小野寺眞悟 

副大会長    (業務執行理事)小野寺裕司 

大会参与    (理事)堀  達也、鎌田昌市、堰八義博、三好 昇  

        (監事)水野克也、田澤泰明 

        (評議員)小幡朋弘、橋本昭夫、吉田洋一、太田 眞、近田勝信 

        (評議員選定委員会)矢口正人、中田 貢 

マッチコミッショナー (評議員)小野寺隆彦 

実行委員長   (事務局長)鈴木重男 

〇総務委員会 受付・助成金等交付、大会記録、館内整理、駐車場管理 

 委員長  青山  隆 (札幌北の杜ライオンズクラブ会長)  

 委 員  札幌北の杜ライオンズクラブ 

 補 助  北海道科学大学高等学校サッカー部(教頭・監督 山下 卓) 

〇競技委員会 大会日程、競技ルール、試合組合・抽選 

 委員長  吉田 順省(社会福祉法人明日佳職員) 

 副委員長 笠間 慎也(社会福祉法人長沼陽風会職員) 

〇審判・会場委員会 審判業務、会場設定及び撤収 

 委員長  小野寺隆彦(エスポラーダ北海道GM&監督)  

 委 員  エスポラーダ北海道 

 補 助  北星学園大学付属高等学校サッカー部(監督 高倉正史) 

〇宿泊委員会 前泊・後泊の受入・送出の計画、宿泊選手等支援 

 委員長  櫻田なおみ(函館養護学校校長)、 

 委 員  佐々木大介(札幌伏見支援学校もなみ学園分校) 

〇進行委員会 開会式・閉会式・競技進行、賞状筆耕、役員等謝金交付、宿泊選手等支援 

 委員長  加藤多満美(札幌伏見支援学校もなみ学園分校教諭) 

 委 員  東海林博雄(石狩市立紅南小学校教諭) 

      吉田 健一(拓北養護学校教諭) 

      佐々木大介(札幌伏見支援学校もなみ学園分校教諭) 

      エスポラーダ北海道イルネーヴェ 

〇救護委員会 救護関係全般 

 委員長  米川 生美(社会福祉法人明日佳 あすかHouse手稲副施設長) 

 委 員  学校法人吉田学園 北海道スポーツ専門学校 ＡＴ研究センター 

〇プログラム委員会 プログラム印刷・製本 ※表紙デザイン 北海道八雲養護学校生徒 

 委員長  門間 大樹(札幌稲穂高等支援学校教諭) 

 表紙デザイン 八雲養護学校 

 印刷・製本  札幌稲穂高等支援学校環境・流通サポート科  

 

 



 競  技  規  則 

◎ 原則として、（公財）日本サッカー協会制定のフットサル競技規則を適用します。 

① 本大会はカテゴリー1（中高等部併置校 5 校）カテゴリー2（高等部単置校 21 校）の 2

カテゴリーを実施する。 

② ボールはフットサルボールを使用する。カテゴリー1 は 3 号球、カテゴリー2 は 4 号球

を使用する。 

③ 選手の交代は自由である。 

試合開始前に選手全員が審判に用具のチェックを受け、試合中の申し出は不要とする。

交代時は、ピッチ内の選手が完全にピッチの外に出てから、次の選手がピッチ内に入る。

また交代ゾーンを設置しないので自陣ベンチ付近にて交代をする。 

④ キックインはボールがピッチから出た地点から、外に２５ｃｍ以内の地点から静止した

ボールを蹴る。※カテゴリー1 は適用せず、レフェリーがサポートする。 

⑤ ゴールクリアランスは、ゴールキーパーがペナルティエリア内から実施する。 

⑥ キックオフ、キックインから直接ゴールは出来ない。直接ゴールした場合は、ゴールク

リアランスから再開する。 

⑦ キックイン、フリーキック等による再開する際は、相手選手は５ｍ以上離れる。 

⑧ 決勝トーナメントよりファイブファウルを適用する。前、後半それぞれ各チームの累積 

ファウル６つ目からファウルの起きた地点もしくは第２ペナルティーマークのどちか

らを選択し直接フリーキックを行う。この場合、ファウルをしたチームの選手はＧＫを

除きボールとゴールラインの間に位置することはできない。※カテゴリー1 は適用しな

い。 

⑨ 試合時間は、大会本部が示した所定の時間のランニングタイム方式で行う。 

⑩ 前、後半のコートチェンジは行わない。 

⑪ タイムアウトは適用しない。 

⑫ 安全面を考慮し、対人場面でのスライディングタックルを禁止する。なお、スライディ

ングタックルがあった際は、その場から直接フリーキックにて再開する。 

⑬ バックパスルールは競技規則通りに適用する。※カテゴリー1 は適用しない。 

⑭ 退場処分は、レッドカードもしくは１試合２度のイエローカードによるものとするが、

次の試合には累積しない。退場後の選手の補充は競技規則に則るものとする。 

⑮ 選手は、同色のユニホームを着用する。ユニホームがない場合、又は両チーム同色の場

合は、大会本部が用意したビブスの着用により対処する。 

⑯ 出場選手は必ずレガースを着用することとする。 

⑰ ネックレス、指輪、ピアスなどの装飾品をテープ等で覆うことを禁止とする。ヘッドギ

アやフェイスマスク、膝や肘のサポーターは柔らかくパッドの入ったものとする。眼鏡

を着用する際は、スポーツメガネ、又はゴーグル等でカバーすること。いずれの場合も

チームの第１試合の前に大会本部の承認を得ることとする。 

⑱ ベンチには大会に登録された選手、スタッフのみが入れる。 

◎ 参加全チームは、開会式から表彰式・閉会式までの全ての日程に参加することとします。 

◎ 審判への監督や選手からの不平不満、異議、抗議などがあった際は警告とします。場合

によっては、チームを失格とし会場からも退場してもらいます。各校の指導者は、下記の

ことを必ず指導してください。 

 (財)日本サッカー協会「リスペクト宣言」 リスペクトの本質を、常に全力を尽くしてプ

レーすること、そしてそれはフェアプレーの原点であるととらえています。仲間、対戦相手、

審判、大会関係者など、フットサルというゲームの精神を大切に思うこととしました。 

 



参 加 選 手 名 簿 
カテゴリーⅠ(義務併置中高等部校) 

 学校名 北海道稚内養護学校    

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 平川 亮一 男 

引率者 教諭 安田 洋介 男 
引率者 教諭 豊島 猛志 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 普通科 高 3 稲津 智弘 男 
2 普通科 高 3 生出 拓巳 男 

3 普通科 高 2 水戸部健人 男 
4 普通科 中 3 小玉 晴希 男 

5 普通科 中 3 橋本 龍真 男 
6     

7     
8     

 

 学校名 北海道札幌伏見支援学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 斉下 智大 男 

引率者 教諭 山本 秀樹 男 
引率者 教諭 岩見 綾子 女 

引率者 教諭 野上 民子  
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 普通科 高 3 増田 有莉 女 
2 普通科 高 2 高橋 礼仁 男 

3 普通科 高 2 一瀬 拓己 男 
4 普通科 高 2 関本  楓 女 

5 普通科 高 1 西田 光汰 男 
6 普通科 高 1 橋本 大輝 男 

7 普通科 高 1 藤井 友遥 男 
8 普通科 高 1 甲斐 拓哉 男 

 

学校名 北海道平取養護学校静内ペテカリの園分校  
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 本間 陽子 女 
引率者 教諭 眞下 健也 男 

引率者 教諭 長嶋 翔太 男 
引率者 教諭 松田俊太郎 男 

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 普通科 中 2 酒井 杏梨 女 

2 普通科 中 2 久保 和人 男 
3 普通科 中 2 谷口 温志 男 

4 普通科 中 3 梶 怜央翔 男 
5 普通科 中 3 田渕 祐輝 男 

6 普通科 高 2 桂  亮太 男 
7 普通科 高 2 斎藤 龍志 男 

8 普通科 高 3 田村  魁 男 
 

 学校名 北海道南幌養護学校 
区分 職名 氏名 性 

責任者 教頭 野本 雅明 男 
引率者 教諭 浅井 勇気 男 

引率者 教諭 西村 信隆 男 
引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 普通科 高 3 市川 幸征 男 

2 普通科 高 2 山中 健夫 男 
3 普通科 高 2 荒川 なつ 女 

4 普通科 高 2 村瀬幸太郎 男 
5 普通科 高 2 由井 達也 男 

6 普通科 高 1 迎  駿大 男 
7     

8     
 

 学校名 北海道帯広養護学校    
区分 職名 氏名 性 

責任者 教頭 岩橋 亜矢 女 
引率者 教諭 六本木博文 男 

引率者 教諭 松里 一樹 男 

引率者 教諭 松本 成男 男 

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 普通科 高１ 髙橋 輝琉 男 

2 普通科 高１ 加藤 佳楓 男 

3 普通科 高１ 清野小太郎 男 

4 普通科 高２ 工藤 琉介 男 

5 普通科 高２ 宮脇 陽明 男 

6 普通科 高２ 池田 柊人 男 
7 普通科 高３ 瀧本 悠輝 男 

8 普通科 高３ 成瀬光生霧 男 
 

 

 



カテゴリーⅡ(単置高等部校) 

 学校名 北海道函館五稜郭支援学校  

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 山本 正吾 男 

引率者 教諭 髙橋  優太 男 
引率者 教諭 鳴海 潤一 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 環境・流通サポート 高 3 上野 能紀 男 
2 環境・流通サポート 高 1 小山 泰弘 男 

7 環境・流通サポート 高 3 諏藤  優 男 
8 環境・流通サポート 高 2 秋山 柚樹 男 

9 環境・流通サポート 高 3 山本  隼 男 
10 環境・流通サポート 高 3 前田 匡久 男 

     
     

 

学校名 北海道中札内高等養護学校幕別分校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 長谷地 翔 男 

引率者 教諭 松橋  眞 男 
引率者 教諭 二階堂愛莉 女 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 産業総合科 高 3 佐伯 翔哉 男 
2 産業総合科 高 2 齋  健太 男 

3 産業総合科 高 2 髙田  祥 女 
4 産業総合科 高 1 昆  弓月 男 

5 産業総合科 高 1 高橋 伽綾 女 
6     

7     
8     

 

 学校名 北海道中札内高等養護学校  
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 濱谷 良介 男 
引率者 教諭 高橋 直樹 男 

引率者 教諭 坪内  駿 男 
引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 工業科 高 3 中塚 翔太 男 

2 工業科 高 3 岩佐  匠 男 
3 工業科 高 3 星久保辰斗 男 

4 生活窯業科 高 3 森  泰人 男 
5 木工科 高 2 赤間 宏太 男 

6 工業科 高 2 山岸 優友 男 
7 木工科 高 1 牧田 隼都 男 

8 工業科 高 1 窪田 竜司 男 
 

 学校名 北海道小平高等養護学校  
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 岡村枝里子 女 
引率者 教諭 米澤 佑樹 男 

引率者 教諭 福士 晟也 男 
引率者 教諭 阿部 浩幸 男 

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 木工科 高 1 堀口  蓮 男 

2 木工科 高 1 吉原 大翔 男 
3 クリーニング科 高 1 平出穂奈美 女 

4 木工科 高 2 小林 涼太 男 
5 木工科 高 2 吉田 鷹翔 男 

6 クリーニング科 高 3 泉  唯斗 男 
7 窯業科 高 3 岩根 大晟 男 

8     
 

 学校名 北海道小樽高等支援学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 鈴木 宏和 男 

引率者 教諭 布施 裕樹 男 
引率者 教諭 石川 賢吾 男 

引率者 教諭 佐野 涼司 男 
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 木工科 高 3 石川 和哉 男 
2 福祉サービス科 高 3 岡本 剛志 男 

3 木工科 高 3 古屋 勇太 男 
4 環境流通サポート

科 
高 2 松浦 迅吾 男 

5 環境流通サポート

科 
高 2 藤田 海斗 男 

6 環境流通サポート

科 
高 2 田中 太夢 男 

7 福祉サービス科 高 3 土門 隼人 男 

 学校名 北海道白樺高等養護学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 村井 拓斗 男 

引率者 教諭 藤井  悟 男 
引率者 教諭 東山 崇麿 男 

引率者 教諭 高橋 由紀 女 
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 家庭科 高 3 澤田 偲努 男 
2 木工科 高 3 関  亮太 男 

3 クリーニング科 高 3 津坂 雄翔 男 
4 木工科 高 3 井上 勇太 男 

5 家庭科 高 3 阿部  蓮 男 
6 木工科 高 2 漆原  蓮 男 

7 生産技術科 高 2 津田 一興 男 
8 クリーニング科 高 2 阿部 隆之 男 

 



8 環境流通サポート

科 
高 3 長坂憲太郎 男 

 

 学校名 北海道鶴野支援学校     

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 中島 和也 男 

引率者 実習助手 小松 裕樹 男 
引率者    

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

2 環境流通サポート

科 
高 3 遠藤  輝 男 

3 生産技術科 高 2 小野 晋輔 男 

4 福祉サービス科 高 2 登  聖真 男 
     

     
     

     
     

 

 学校名 北海道中標津高等養護学校  

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 佐々木 悠 男 

引率者 教諭 小峰 雅人 男 
引率者 教諭 桜井 沙織 女 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

5 クリーニング

科 
高 3 片野 聖人 男 

8 木工科 高 3 池田 侑矢 男 

12 木工科 高 2 佐藤 陸斗 男 
14 窯業科 高 2 藤井 拓也 男 

20 木工科 高 1 佐藤 舞羽 女 
21 クリーニング

科 
高 2 平原 宗仁 男 

 家庭科 高 1 小山内 凛 女 

     
 

 学校名 北海道札幌稲穂高等支援学校 
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 門間 大樹 男 
引率者 教諭 品田 尚宏 男 

引率者 教諭 宝保 健介 男 
引率者 教諭 阿部 育子 女 

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 生活家庭科 高 3 高濱 陵哉 男 

2 木工科 高 3 佐々木悠太 男 
3 環境流通サポート科 高 3 木口 友亮 男 

4 生活家庭科 高 3 渡辺 涼太 男 
5 木工科 高 2 小玉 遥斗 男 

6 生産技術科 高 2 松永  力 男 
7 環境流通サポート科 高 2 九村 未夢 女 

8 環境流通サポート科 高 2 古舘 真也 男 
 

 学校名 北海道北斗高等支援学校  
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 戸倉 広晶 男 
引率者 教諭 札内 亮司 男 

引率者 教諭 北澤 愛美 女 
引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 環境流通サポート

科 
高 2 竹田 彪吾 男 

2 福祉サービス科 高 2 竹田 仁志 男 
3 福祉サービス科 高 2 中村 元紀 男 

4 環境流通サポート

科 
高 2 小川 航平 男 

5 環境流通サポート

科 
高 2 江川 稔晃 男 

6 福祉サービス科 高 1 鈴木 颯汰 男 
7 環境流通サポート

科 
高 1 坂本 遼斗 男 



8 福祉サービス科 高 1 合田 陸人 男 
 

 学校名 北海道紋別高等養護学校   

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 三木  進 男 

引率者 教諭 岡野 俊平 男 
引率者 教諭 熊谷 一寛 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 農業科 高 3 星  佑多 男 
2 クリーニング科 高 3 工藤  聖 男 

3 クリーニング科 高 3 増田 勇希 男 
4 木工科 高 3 熊谷 俊佑 男 

5 クリーニング科 高 2 中川 竜成 男 
6 木工科 高 2 高山 蒼大 男 

7 木工科 高 2 島田  輝 男 
8 窯業科 高 2 北澤 遥人 男 

 

 学校名 北海道新篠津高等養護学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 松山 佳樹 男 

引率者 教諭 山本 健之 男 
引率者 教諭 林  和憲 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 園芸科 高 2 山川 直昌 男 
4 木工科 高 3 杉山  司 男 

11 木工科 高 1 佐藤 裕二 男 
6 窯業科 高 2 佐藤那衣斗 男 

7 窯業科 高 2 立田 智也 男 
8 木工科 高 2 佐藤 仁己 男 

9 家庭総合科 高 1 松本 竜也 男 
10 木工科 高 3 遠藤 恵也 男 

 

 学校名 市立札幌豊明高等支援学校 
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 足立 友平 男 

引率者 教諭 小笠原貴洋 男 

引率者 教諭 角  淳一 男 

引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 

1 ﾘｻｲｸﾙｻｰﾋﾞｽ科 高 2  尻高 聖人 男 

2 流通サービス科 高 3 平松 海斗 男 

3 工業科 高 3 覚明 一樹 男 

4 流通サービス科 高 2 島下 真哉 男 

5 ｸﾘｰﾝｻｰﾋﾞｽ科 高 2 西城 光騎 男 

6 服飾ものづくり科 高 1 須藤 玲弥 男 

7 流通サービス科 高 1 高西 真広 男 

8 ｸﾘｰﾝｻｰﾋﾞｽ科 高 1 金丸 夢人 男 
 

 学校名 北海道札幌あいの里高等支援学校 
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 笹本 大輔 男 
引率者 教諭 山田  静 女 

引率者 教諭 大辻 幸希 男 
引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 普通科 高 3 中野  丈 男 

2 生産技術科 高 2 森崎 雄己 男 
3 環境流通サポート

科 
高 2 小柳 龍人 男 

4 福祉サービス科 高 1 佐藤 駿介 男 

5 福祉サービス科 高 1 永瀬  輝 男 
6 環境流通サポート

科 
高 1 梶浦 稜真 男 

7 環境流通サポート

科 
高 1 米田 拓人 男 

8 食品デザイン科 高 1 松坂  舞 女 
 



 学校名 北海道札幌高等養護学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 源田 裕久 男 

引率者 教諭 永井  進 男 
引率者 教諭 横田 稔夫 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 クリーニング科 高 2 湯浅 加偉 男 
2 農業科 高 2 出納 尚輝 男 

6 クリーニング科 高 2 黒田 健生 男 
4 農業科 高 2 山舘 伊吹 男 

5 産業課 高 3 白川  海 男 
14 木工科 高 1 稲留 吏玖 男 

7 クリーニング科 高 2 富樫 透哉 男 
10 クリーニング科 高 3 高橋 理央 男 

 

学校名 北海道新得高等支援学校    

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 山口 智也 男 

引率者 教諭 石澤  廉 男 
引率者 教諭 安藤さゆり 女 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 木工科 ３年 小菅 竜海 男 
2 木工科 ３年 島津 光翔 男 

3 木工科 ２年 石井 良磨 男 
4 木工科 ２年 越後 李玖 男 

5 木工科 ２年 黒澤  涼 男 
6 家庭総合科 ２年 中嶋 祐也 男 

7     
8     

 

 学校名 北海道今金高等養護学校   

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 海田  健 男 

引率者 教諭 内田 義文 男 
引率者 教諭 工藤 大地 男 

引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 農業科 高２ 池野 真司 男 
7 農業科 高２ 池野 竜司 男 

8 農業科 高３ 佐々木雄太 男 
9 農業科 高３ 遠藤 一樹 男 

10 窯業科 高３ 武田 竜哉 男 
11 窯業科 高３ 梅澤 瑞樹 男 

13 家庭総合科 高２ 小林 琉磨 男 
14 農業科 高２ 渡邊 秀史 男 

 

 学校名 北海道伊達高等養護学校  

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 清水 輝夫 男 

引率者 教諭 加藤 雄介 男 

引率者 教諭 城村 朋希 男 

背番号 学科 学年 氏名 性 

1 園芸科 １年 飛岡 慶輝 男 

2 園芸科 １年 三浦 優人 男 

3 工業科 １年 大澤  崇 男 

4 工業科 １年 住江  凜 男 

5 農業科 ２年 野呂 一朝 男 

6 木工科 ２年 尾形 雅輝 男 

7 木工科 ２年 山田 巧瑠 男 

8 農業科 ３年 草沢 潤哉 男 

 木工科 ３年 小柳 星弥 男 

 工業科 ３年 清水 聖輝 男 
 



 学校名 北海道千歳高等支援学校 

区分 職名 氏名 性 
責任者 教諭 斎藤芳朗 男 
引率者 教諭 西川 満 男 
引率者    
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 環境･流通 
サポート科 

高 3 曽山 喜生  

2 生産技術科 高 2 関  陽生  
3 生産技術科 高 2 対馬 南海  
4 環境･流通 

サポート科 
高 2 鈴木  悟  

5 環境･流通 
サポート科 

高 2 関  歩飛  

6 生産技術科 高 1 臼澤 隼豊  
7 環境･流通 

サポート科 
高 1 鈴木 日奈  

8     
 

 学校名 北海道高等聾学校 

区分 職名 氏名 性
別 

責任者 教諭 橋谷 利崇 男 

引率者 教諭 島田 睦郎 男 
引率者 教諭 笹野 弥子 女 

引率者 教諭 土井 涼平 男 
背番号 学科 学年 氏名 性 

1 産業技術科 高 3 今  将希 男 
３ 産業技術科 高１ 池田  禪 男 

４ 産業技術科 高３ 荒木 力也 男 
５ 産業技術科 高 2 中川  聖 男 

６ 普通科 高 3 佐々木唯人 男 
９ 産業技術科 高 3 後藤 勇輝 男 

１０ 普通科 高１ 髙木  葵 男 
１１ 産業技術科 高２ 太田 尚樹 男 

  

学校名 市立札幌みなみの杜高等支援学校 
区分 職名 氏名 性 

責任者 教諭 金子  裕 男 
引率者 教諭 石黒  彰 男 

引率者 教諭 明杖 子竜 男 
引率者    

背番号 学科 学年 氏名 性 
1 普通科 高 2 竹内信太朗 男 

2 普通科 高 2 森川  翼 男 
3 普通科 高 2 吉田  蓮 男 

4 普通科 高 2 木村 恵生 男 
5 普通科 高 1 鈴木 勇理 男 

6     
7     

8     
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開 会 式 及 び 閉 会 式 次 第 

 

開会式 生徒整列 午前 8 時 50 分 

 

 

開会式 午前 9 時 00 分 

1 開式宣言     笠 間 慎 也    競技委員会副委員長 

2 主催者挨拶    小野寺 眞 悟    大会長 

3 祝  辞     秋 元 克 広    札幌市長 

4 選手宣誓     北海道今金高等養護学校年 

           北海道北斗高等支援学校年 

           北海道五稜郭支援学校年 

5 大会注意     小野寺 隆 彦    マッチコミッショナー 

6 閉式宣言     笠 間 慎 也    競技委員会副委員長 

 

 

 

閉会式 生徒整列 午後 2 時 50 分 

 

 

開会式 午後 3 時 00 分 

1 開式宣言     笠 間 慎 也    競技委員会副委員長 

2 成績発表     吉 田 順 省    競技委員会委員長 

3 表彰式      小野寺 眞 悟    大会長 

4 ベスト 5 発表   吉 田 順 省    競技委員会委員長 

           カテゴリーⅠ及びⅡの呼名された選手は、前に進む、 

           前に進んだ選手は、小野寺眞悟大会長よりトロフィ授与 

5 主催者挨拶    小野寺 眞 悟    大会長 

6 閉式宣言     笠 間 慎 也    競技委員会副委員長 

 

  






